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開会挨拶
　本日は、美しい多摩川フォーラムの第７回「多摩川子ども環境シンポジウム」の開催、おめでとうございます。
　美しい多摩川フォーラムが誕生して７年も経ちますが、このフォーラムを作った経緯について、私もフォーラム生みの親
の一人として、ご紹介したいと思います。私たちは一人では生きていけません。でも大上段に構えて国にこうしてほしいと
言うのも難しいですね。そこで、自分たちが暮らしている場所から、「何か」をしていきたいという考えが私たちの仲間か
ら生まれました。私たちが暮らして生きていくためには、まず暮らしの元、経済が大事です。次に、私たちが実際に生きて
いくためには、食料や衣服などが必要です。それらは、水や土や草木などの自然の恵みとしていただいています。このため、
自然や環境を守っていくことが大切です。そして、そのような考え方を次代の子どもたちに伝えていく教育、また、その考
え方をしっかりと根付かせていく文化、この教育と文化が一番大事だと思いました。このように、経済、環境、教育文化の
考え方を３本柱にして活動するのが美しい多摩川フォーラムで、このシンポジウムは、この教育文化の柱になる事業です。
　フォーラムの活動は、次代の子どもたちに繋ぐ１００年先を見据えたたゆまぬ活動です。このため、私たちの想いが込め
られ、１００年歌い継がれるような「多摩川の歌」をつくりたいと思いました。幸い、日本を代表する詩人谷川俊太郎先生
がこの想いを受け留めて言葉を紡ぎ、作曲家の寺島陸也先生が心に響くメロディーをのせてく
ださいました。２番の歌詞は、“水辺の桜に夢を託して　集う人遊ぶ子どもら　人々の心ゆる
くむすんで”と始まりますが、「人々の心ゆるくむすんで」のくだりは私が最も好きな言葉です。
固く手をつないでいこう、ではなく、“ゆる～くむすんで”、何か心を伝えられればそれでよい
のです。
　きょうのシンポジウムでは、発表する皆さんが、多摩川の良さ、美しさを紹介し、伝えて、
来年はそれをまた誰かに伝え、“ゆるくむすんで”、輪を広げていただければと願っています。
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第１部：発表会

　私たちは４月から多摩川の学習をしてきました。水干での最初

の一滴から、河口の干潟まで、全部行きました。多摩川はとても

たくさんの魅力にあふれる川でした。人の手によって汚されてし

まった多摩川が、人の手によってきれいになってきた歴史も学び

ました。今日はいろいろな発表から、さらに多摩川のことを詳し

く知りたいと思います。お互いに学び合って、いい会にしていきま

しょう。

　これから第７回多摩川子ども環境シンポジウムを開会します。

日野市立潤徳小学校

  ６年　柏
かしわぎ

木 謙
けん



発 表

　6月 17日に狛江水辺の楽校で生き物とりをしました。
　ウキゴリや
シマドジョウ、
スジエビ、ヌカ
エビ、フナ、た
くさんの生き
物を捕まえ、そ
のうちにバス、
バスの稚魚、そ
して、40㎝の
カムルチーを
捕まえました。
　バスやカム
ルチーは、ほん
らい多摩川に
はいない外来
種です。

　10 月 20 日 に や ま
ちゃんこと山崎充哲さ
んに学校に来てもらっ
て、多摩川の色々なお
話を聞きました。
　お話を聞いた後、い
なだ公園のお魚ポスト
に行き、見学とお魚に
エサやりをしました。
　たくさんのコイがい
ました。カムルチーも
いました。小さなグッ
ピーもいました。

【感想】
・コイを見てこんなに
いっぱいすてる人が
いるんだなあ。ひど
い、びっくりしまし
た。（ゆみこ）

・想像以上に面積が広
かったです。（はな）

【活動１回目】
　グループに分か
れての１回目の活
動は狛江水辺の楽
校で、生き物とり
です。
　がさがさとゴロ
ゴロで、小エビ 15
ひき～ 30ぴき・小
さいカニ 1 ぴき・
シャンハイガニ 1

ぴき・数えられな
いくらいの稚魚が
とれました。
　大きな魚はとれ
なかった。
　ちなみに山ちゃ
んによると、シャ
ンハイガニはスー
プにして、うどん
を入れて食べると
おいしいそうです。

【活動２回目】
突然ですが、問題です。
①シロツメグサは外来種でしょうか。外来種だと思う人？外来種では

ないと思う人？
②外国から日本に飛んでくる渡り鳥は、外来種でしょうか。
　外来種だと思う人？外来種ではないと思う人？

　正解は、
①シロツメグサは外来種です。
戦争の前に外国から来た荷物のなかに入っていました。ちなみに戦
争の前なので、外来種ではないという人もいます。

②渡り鳥は外来種ではありません。
外来種というのは人の
手によって持ち込まれ
たもので、自分の意志
でくるのは外来種とは
いいません。

　ということで、外来種
というのは魚や亀に限っ
たことではなく、植物に
もあるのです。

1
発 表 多摩川の外来種
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【活動３回目】
　多摩川で草花をつん
で、登戸にある、二ヶ
領せせらぎ館に行きま
した。せせらぎ館では
草花の本を見て種類を
調べたり、魚を見たり
しました。

　ここに貼ってある草花
は多摩川で捕ったもの
で、ほとんど外来種です。
せせらぎ館の方が教えて
くれました。

【活動４回目】
　11 月 24 日 に
山崎さんの事務所
に行って、インタ
ビューと外来種の魚
を見せてもらいまし
た。たっぷり 1時間
お話を聞きました。
その一部をご紹介し
ます。
　最近多摩川にいた
魚でおどろいたの

は、チョウザメだそうです。体長が約 60㎝もありました。
　外来種の生き物をもといた国に送り届けることはありません。かえ
すと日本でうつったキンが外国にいって、日本の病気が外国で発生し
てしまうのです。
　外来種は環境に
よって変化しま
す。例えば、グッ
ピーなんかはさむ
さに強くなりまし
た。
　外国にも日本の
外来種がいるそう
です。ちなみに日
本のコイは外国の
コイをいじめてい
ます。

　１番最初に多摩
川でみつけた外来
種はナマズだそう
です。
　多摩川のなかで
外来種が多いの
は、二子玉川から
拝島くらいまで、
冬場は水再生セン
ターの近くに集ま
り、冬を越すこと
があります。
　山崎さんにとっ

て、多摩川にいてうれしい外来種はいませんが、ウーパールーパーは
かわいいといっていました。

　在来種と外来種
が結婚することも
あります。そのた
め、多摩川にいる、
もともといたメダ
カは絶滅しまし
た。今いる多摩川
のメダカは全部外
来種です。

　私たちは、最初外来種のことをあまり知りませんでした。でも外来
種のことを調べて、外来種は人に害をおよぼしたり、在来種を食べた
りして、在来種を絶滅させたり、世の中に害を与えてきました。
　その外来種が今、日本の多摩川にいます。それはいまだに川に外来
種を捨てる人がいるからです。
　さらに外来種はみんながあたたかいお湯を下水に流すことで生きの
びるので、あたたかいお湯をなるべく流さないようにしようと思いま
した。

　私たちが大人になったら、外来種ゼロの川がいいですね。でも殺し
たくはない。だって命だから。
　外来種もかわいそうです。人の手によって連れてこられたのだから。
　もし外来種を多摩川でつかまえたら、お魚ポストへ。

　これで、外来種グループの発表は終わります。聞いてくれてありが
とうございました。
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発 表

　私たちは、中の島で釣りをし
ました。そこで釣った外来魚を
紹介します。
　まず、オオクチバスから紹介
します。
　オオクチバスは北アメリカが
原産で、とてもどうもうな魚で

す。食べているのものは、おもに魚やとんぼ、そして、鳥のヒ
ナやネズミの仲
間まで食べま
す。
　釣り人には、
ひきが強くて、
とくに人気で
す。
　注目 ! ！持っ
て帰るのは、ほ
うりつできんし
されています。

　2匹目は雷魚、カムル
チーを紹介します。
　顔の形や体の模様がヘ
ビに似た魚で、まれに全
長 1mを超える大型魚。
主に流れのゆるやかな河
川やため池、クリークな
どに生息します。

ブラックバスの解体　
　まず、しっぽと頭を
ざくっと切る。そして、
はらの所を横に切る。
そして食べられない場
所を取り除いて、あと
は油であげる。
① これが生きていると

ころ。
② しっぽを切っている

写真。
③ エラから切っている

写真。
④ しっぽとエラを切ら

れている様子。
⑤ うろこをとっている

写真。
⑥ 腹を横から切った様

子。

ブラックバスを食べてみて
　最初はこんなのおいしいのかな？と思って小さいのを食べて
みたらおいしくて、もっと食べたいと思いました。しっぽも食
べたけど、しっぽはあんまりおいしくありませんでした。

　親子釣り教室に行きました。
　11月 9日、多摩川の稲田堤でやりました。
①友達が釣ったもの：

スッポン（30㎝くら
いの大きさ）
ニゴイ（10㎝くらい
の大きさ）

②食べたもの：
コクチバスのから揚げ、
アユの天ぷら

鯉の放流をしました。
　バケツにコイをいれてもらって、川に行ってコイを放流しま
した。
びっくりしたこと
　オオクチバスのなかからアユがでてきたこと。オオクチバス
をさばいていた人が何か見つけたといって、見たらアユがでて
きた。

　僕は山崎さんの事務所に行ってインタビューをしました。
●が質問。●が答え。

●	多摩川の魚の種類は何種類くらい、いるんですか？
●	90 種類。　
●	今外来種はどれくらい多摩川にいるんですか？
●	外来種は 40 種類
	 今は水温が下がってしまってあまりいない。
●	毎日多摩川にいって最近気づいたことは？
●	工事をしていて、水が汚い。
●	外国に日本のコイがいるんですか？
●	います。
●	多摩川にいてうれしい外来種は？
●	ウーパールーパー。多摩川で最近チョウザメがとれた。
●	一番最初にとれた外来種は？
●	グッピーです。
●	魚で一番おいしい魚はなんですか？
●	アユが 100 点、シーバスはマイナス 100 点（シーバスはス
ズキ）

●	何の魚が一番古いんですか？
●	ナマズが江戸時代にいた。二番目がライギョ。戦争の時から
いた。

●	外来種のブームだったときはいつですか？
●	ディスコ時代です。
　【注意！バスを持って帰ると罰金】
　もしブラックバスをとったら、殺すか、さばいて食べる。
それか、小さくしてナマズにあげる。
●	何年ぐらいやっているんですか？
●	だいたい 50年くらい。

2
発 表 多摩川の魚を釣りあげよう !
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●	外来種とは何ですか？
●	外からきた魚や持ち込まれ
た魚です。

　今から見せるのは、山崎さ
んのじむしょにいた 3匹の魚
です。

1 匹目　ナマズ　
　大きさ 60㎝　本州四国九州に生息。

　昔から食用に
されてきた魚で、
どろぞこの場所
を好む。平地の
川や沼なので、
ごく普通にみら
れるが、数は減っ
ている。夜間に
活動し、エビや
カニ、魚などを
食べる。

2 匹目　ティラピア（カワスズメ）
　東アフリカから
南アフリカ、東岸
地方とナイル川流
域に生息。大きさ、
体長 36㎝から～体
長50㎝以上。別名、
地方名、カワスズ
メ、モザンビーク
ティラピア、チカ
ダイ、ナイルティ
ラピア。

3 匹目　グッピー
　体長 3.5㎝メス
5㎝　原産地　中
米の小河川、ベ
ネズエラからギ
アナ、トリ二ダー
ド・トバゴ、バ
ルバドス諸島に
生息。

　私たちはいずみ多摩川に行って釣り人にインタビューしまし
た。
　1人目にかつもとさんにインタビューしました。
●	僕たちの行ったいずみ多摩川で、釣れる魚は？
●	ヘラブナ、フナが釣れるみたいですよ。
●	多摩川で外来種を釣ったことはありますか？
●	ブラックバス、外来種のカメ
●	この場所をどうやって知ったのですか？
●	近所に住んでいるからわかります。
●	最後に外来種のことをどう思いますか？
●	迷惑だと思います。
	 2 人目にいたばしさんにインタビューしました。
●	このへんで何が釣れますか？
●	フナです。
●	多摩川で外来種を釣ったことはありますか？
●	ブラックバス、ブルーギル

●	最後に外来種のことをどう思いますか？
●	大丈夫です。
	 3 人目はあそさんにインタビューしました。
●	このへんで何が釣れますか？
●	アユ、フナ、マブナ、コイ、ヤマメ、ニゴイ、ナマズ
●	多摩川で外来種を釣ったことはありますか？
●	ブラックバス、ブルーギル、雷魚
●	最後に外来種のことをどう思いますか？
●	いない方がいいと思います。
　4人目にあやかわさんにインタビューしました。
●	このへんで何が釣れますか？
●	コイ、フナ、オイカワ、ヤマメ、ハヤ
●	多摩川で外来種を釣ったことはありますか？
●	バス、ブラックバス
●	何年釣りをやっていますか？
●	50 年。この場所が一番いい。
●	最後に外来種のことをどう思いますか？
●	許しちゃいけないと思います。
　5人目にかなざわさんにインタビューしました。
●	このへんでは何が釣れるんですか？
●	コイ、フナ、オイカワ、ヤマメ、ハヤ
●	多摩川で外来種を釣ったことはありますか？
●	ブ ル ーギル、　	
ブラックバス

●	何年釣りをやっ
ていますか？

●	40 年くらいやっ
てます。

●	最後に外来種の
ことをどう思い
ますか？

●	いないほうがい
いと思います。

【わかったこと】
① 多摩川に 40 種類くらいの外来種がいること。
② 釣り人は魚にすごい詳しい。
③ 外来種がいていいと思うひとと、いて嫌だという人、
 両方がいる。

【みんなの感想】

　最初は少し緊張したけど、やってみたら楽しくなった。
魚を釣ったりとったりやってるうちに、楽しくなってイン
タビューをして、魚釣りを本格的にはじめることにしまし
た。

　山崎さんの事務所には魚、在来種がいっぱいいました。
山崎さんの事務所にはエンゼルフィッシュやグッピー他、
いろんな魚がいました。コイを 2匹釣ったときの感覚はと
ても重くてすごかったです。釣れてうれしかったです。

　いつも外来魚のことなんて考えなかったけど、改めて多
摩川学習をして、いつも考えています。みなさんも考えて
みて、ときには検索して調べてください。

　魚はすごく頭がよくて、釣るのが難しかった。多摩川の
勉強をして、外来種は意外と多いんだなと思いました。オ
オクチバスは食べたら、美味しいから、釣れたら、食べる
のがいいと思いました。

　これで僕たちの発表を終わります。

6



発 表

　ぼくはたちかわ水辺の楽校で多摩川のいろいろな所に行
きました。とくに楽しかったのは、一つ目は、山梨県小菅
村での「源流体験」です。二つ目は、立川市の残堀川での「ガ
サガサ」です。三つ目は、多摩川の河口の川崎市大師河原
での「干がた観察会」です。
　まず源流体験のことをしょうかいします。源流ではきれ
いなヤマメが見れました。ヤマメが見れたのが一番楽し
かったです。理由はぼくの住んでいる辺りではいないので
めずらしいからです。そのほかに岩からジャンプして川に
とびこんだり、たきにうたれたりしました。

　次に残堀川のことをしょ
うかいします。残堀川は中
流の多摩川につながる川の
一つです。残堀川はいろい
ろな魚がいます。たとえば
コイやナマズです。そのほ
かにアメリカザリガニやヌ
カエビがいます。今しょう
かいしたコイ以外の生き物
たちはガサガサでとれます。
残堀川は運が良ければカワ
セミが見られます。

　さいごに干がたのことをしょうかいします。干がたでは、
どろをほればシジミやゴカイがいっぱいいます。カニも
いっぱいいるんですが種類ごとに棲んでいる場所がちがい
ます。

　アシハラガ
ニは、アシ原の
中に巣を作っ
てそこに棲ん
でいます。

　クロベンケイガニは土手の側面にある巣穴に棲んでいま
す。

　ヤマトオサガニは干がたのどろの所に巣を作って棲んで
います。このように種類ごとに棲んでいる場所がちがいま
す。このほかにテッポウエビやテナガエビもいます。

　ぼくは今年の６月に多摩川の河口の大師河原にいたクロ
ベンケイガニをつかまえてきて、世話をしてみました。か
い方はかんたんで、し育ケースに７～８センチメートルの
深さの水と、レンガを使って陸地を作ってあげます。
　クロベンケイガニはどんなものを食べるのか、いろいろ
ためしてみました。カニが食べた物は、カメのえさ用干し
えびやにんじんやさつまいもやミントの葉などでした。食
べなかった物は、みずなやヤマイモやおかひじきでした。
これからもほかの食べ物もためしていきたいです。

　ぼくは多摩川についてもっと勉強していこうと思いま
す。

3
発 表 ぼくと多摩川と生き物と

－クロベンケイガニを世話してみて－
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会場アンケート結果

興味をもった発表は何ですか？（いくつでも） 次回に期待するテーマは何ですか？

発表を聞いて何が学べて、どんな感想をもちましたか。

	 回答者数	 全体比
①多摩川の外来種	 9人	 6.4%
②多摩川の魚を釣りあげよう！	 7人	 5.0%
③ぼくと多摩川と生き物と	 9人	 6.4%
④せせらぎ観察園の魅力大紹介	 12 人	 8.6%
⑤多摩川イベント紙芝居 Part ３	 18人	 12.9%
⑥多摩川でボートを通じてわかること
　／多摩川でボートを楽しむ会に入って	 10人	 7.1%
⑦ぼくたち私たちの多摩川をさぐれ	 13人	 9.3%
⑧多摩川連想ゲーム Part Ⅳ	 19人	 13.6%
⑨浅川大好き！	 8人	 5.7%
⑩多摩川の歴史	 19人	 13.6%
⑪世田谷ピース	 16人	 11.4%

	 解答者数	 構成比
●発表したい	 6	人	 16.2%
●発表はしたくないが参加したい	 8人	 21.6%
●参加しない	 0人	 0%

	 解答者数	 構成比
●周囲の人に参加・発表をすすめたい	 12 人	 32.5%
●不詳	 11人	 29.7%

●	多摩川の文化など。
●	多摩川が活用できるようなテーマ。
●	多摩川での取り組み。
●	多摩川の清掃実態。
●	みんなで多摩川をより良くするためには。もっと
関心を持ってもらうには。

●	多摩川を活用した産業（工業）について。
●	ドキュメンタリー、体験談、歴史・由来など。

●	多摩川のことに色々興味を持った。また来年も参加したい。
もっと調べてみたい。

●	②番の発表を聞いて、チョウザメがいることにビックリした。
⑦番の発表を聞いて、「ルアーや有害物を捨てる人がいるん
だ」と思った。

●	ルアーなどの有害物を捨ててはいけないことが分かった。
●	多摩川の歴史を学べて良かった。
●	子どもたちが環境についてすごく勉強していることが分か
り、嬉しかった。

●	年々、回を重ねる毎に、子どもたちの発表レベルが上がって
いて驚く。

●	みんな、良く調べていた。
●	多摩川の環境について、子どもたちが興味を持っていること
が嬉しい。

●	多摩川に関心を持ち、色々なことに気付き学んで、きれい
な川を残してほしい。

●	子どもの懸命さ、素直さが良かった。
●	様々な地域で、多摩川に触れ、多摩川で楽しみ、多摩川を
大切にしていることが分かった。

●	多摩川についての興味深い内容が多く、楽しめた。
●	多摩川に多くの外来種がいることに驚いた。
●	アユがおいしそうで、食べたくなった。
●	子どもたちはみな落ち着いて発表出来て良かった。⑩番の
子どもは、いままで何回も発表しているので、成長を感じた。
⑪番の発表は、過去の発表には無い内容で、今後のフォー
ラムの可能性を感じた。

●	色々な角度から調べ、気付きがあることが素晴らしかった。
●	様々な人が、多摩川に関わりを持って生活していることが分
かった。

●	どの発表もとても素晴らしかった。
●	子どもたちが、多摩川や魚、水の生き物について一生懸命
勉強していることが良く分かった。

●	子どもたちがこんなに勉強して、多摩川を愛していることに
感動した。この発表会も、もっと沢山の子どもたちに見て
もらいたいと思った。

●	多摩川ひとつにしても、どこに目を付けるかによって様々な
発表の形があると感じた。発表している子どもたちは、多
摩川が大好きなんだと思った。自然と関わることは、教育
においても重要だと感じた。

●	みんなすごかった。
●	勉強になった。
●	すごく勉強になった。また参加したい。
●	ボート教室では、４人の息を合わせ、チームワークの醸成を
目標としているが、その過程で、友達と親しくなるだけでは
なく、自然を愛で、多摩川の環境保全にも留意する意識が
芽生えるとは、ボートを支えるスタッフとしては、望外の喜
びである。その他、発表時間の上限を設けてはどうか。大
勢で発表する場合、スムーズに行くよう、練習するのも大
切だし、画像の編集も大切。

●	良く研究している。
●	大人が気付かないこと、子どもの才能を感じた。兄弟愛が
良かった。子どもが発表する場として良い。この発表を期に、
自信ややる気感、環境に興味を持てると良い。

●	⑥番の発表について、大都会でも、このような楽しみ方が
あると知ってビックリした。

次回は自分も発表したいですか。



発 表

　僕たちは川崎市立下布田小学校のせせらぎ委員会です。
よろしくお願いします。

　せせらぎ委員会は４
年前に下布田小学校に
できました。せせらぎ
観察園は学校の敷地の
中にあります。このせ
せらぎ観察園までの距
離は昇降口から歩いて
１０秒くらいです。今

日はこのせせらぎ観察園の様子を映像でまとめました。せ
せらぎ観察園びっくり映像というかたちで紹介します。
　まずは第３位です。第３位は
せせらぎ観察園にたくさんの生
き物がいるということです。
　それでは映像をご覧ください。

第 3位
　10分間でとった生き物たちです。
　これがちっちゃい魚で、こっちはヌマエビです。
　たくさんとれました。

　これは片岡先生が３秒でとったアメリカザリガニで
す。12 匹とれました。

　こっちは大きな魚です。

　せせらぎ観察園では映像の中の生き物以外にもカマツカ
やギンブナなどの魚やハグロトンボなどの昆虫などがたく
さんいます。ぼくたちはそうした生き物を普段から見るこ
とができます。
　続いて第２位です。第２位はせせらぎ観察園に水車があ
るということです。それでは映像をご覧ください。

4
発 表 せせらぎ観察園の魅力大紹介
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第 2位
　せせらぎには水車があります。水車はせせらぎ委員会で
つくりました。水車はせせらぎのなかでの新しい自慢です。

　この水車は今年の２月に製作されました。せせらぎ委員
会も一緒に作りました。完成した時には全校の前で水車完
成式を行ないました。せせらぎ観察園に流れている水の量
だけで水車を回すのはとても難しいと専門家の方は言って
いました。
　実は今この水車が回らないので困っています。せせらぎ
委員会では水車が回るように水を送るパイプを掃除した
り、水を送るパイプの部材の石を直したりしています。

　それではせせらぎ観察園びっくり映像第１位です。第１
位はかわせみです。
　せせらぎ観察園では毎日のように見ることができます。
　そしてせせらぎにやってくる、かわせみを撮影しまし
た。とても貴重な映像です。ご覧ください。

第 1位　かわせみ

　そしてさらに、かわせみを追い続けていた先生が、もの
すごい映像の撮影に成功しました。かわせみがえさを食べ
る瞬間、つかまえる様子がびっくりする程よく分かります。
　続けて映像をご覧ください。

　せせらぎ観察園のびっくり映像はいかがでしたか？
　せせらぎ観察園は僕たち下布田小学校の宝物です。これ
からもせせらぎ観察園を大切にしていきたいと思ってい
ます。
　今日は発表を聞いてくださりありがとうございました。
　これで、下布田小学校せせらぎ委員会の発表を終わり
ます。
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発 表

　「多摩川イベント紙しばい　パート
スリー」
　はじまり、はじまり～。

　去年は多摩川で色々なたいけんをして、
それを紙しばいにして発表しました。
　ことしは小学１ねんになったわたしも、
おにいちゃんといっしょにはっぴょうし
ます。
　ヨモギダンゴ作りや源流体験、炭焼き
など、色々なたいけんをしました。そして、
色々な発見がありました。

　３月１日　河辺川原で野鳥観察
をしました。
　この写真は、少しはなれたとこ
ろにいる鳥をそうがんきょうから
かんさつしているところです。
　ジョウビタキ、イカル、コゲラ
など、はじめて見た鳥もいてうれ
しかったです。
　鳥のかんさつがおわった後、や
きいもを食べました。ほくほくし
ていてとてもおいしかったです。
　この日は雨でしたが、雨の中で
も野鳥観察ができることを知りま
した。

　３月２５日　２回目のテストで、
スーパー愛鳥博士に合格することが
できました。
　カワセミのバッチがかっこうよく
て、もらえてうれしかったです。
　河辺小学校は、東京都の愛鳥モデ
ル校です。
　「スーパー愛鳥博士」は、鳥の鳴き
声を聞いてその名前を当てるという
難しいテストです。
　いろいろな鳥の鳴き声をおぼえて、
もっとくわしくなりたいです。

　５月１１日　かまのふち公園で
おこなわれた、ちあゆのほうりゅ
うに今年もさんかしました。
　ちあゆとは、あゆの赤ちゃんの
ことです。
　やさしくさわってみました。ぬ
るぬるしていて、小さくてかわい
かったです。すごくげんきでバケ
ツのなかでとびはねました。
　あゆはとうきょうわんまで川を
おりて、うみをおよいで、そして
また、たま川をのぼります。
　けがしないでおうめにもどって
きてほしい。そうおねがいしまし
た。

　５月１７日　かべ
川らでヨモギダンゴ
をつくりました。
　川らでたくさんの
ヨモギをとることが
できました。とても
いいにおいでした。
ゆでたヨモギをつぶ
すのがとてもたいへ
んでした。
　つぶしたヨモギに

こなをまぜて、ダンゴのかたちにしてゆでて、かんせい！もちもちし
ていておいしかったです。食べたときに、はなの中でヨモギのいいに
おいがしました。また行きたいです。

　７月５日　かべ川らで、ヤマメとニジマスの
つかみどりをしました。
　ことしの５月につかみどりをたいけんしてい
て、ことし２かいめのつかみどりだったので、
じょうずになっていました。

　たくさん
あそんだあ
と、しおや

きをたべました。３ぼんくらいた
べました。すごくおいしかったで
す。

【クイズ】
　カッターをつかって、お魚のおなか
をさきました。ちがすごく出てきてびっ
くりしました。
　しんぞうはすごく小さかったです。
心ぞうを取っても「どくんっ、どくんっ」
と動いていました。

　さてここでクイズです。人間の心ぞ
うの大きさはどれくらいでしょうか。

①	こぶし１つ分
②	こぶし２つ分
③	こぶし３つ分

　せいかいは、こぶし１つ分です。

　７月２０日　かまのふちこうえん
で、はじめてあんまづりをやりまし
た。
　いしにくっついた川むしをつかま
えて、はりにさして川のなかでさお
をうごかします。
　なかなかつれなくてつかれたけ
ど、ハヤがつれたときはとてもうれ
しかったです。
　川らをあるいていたらカジカガエ
ルをみつけまし
た。しっぽがの
こっていました。
小さくてとてもか
わいかったです。

多摩川イベント紙芝居 Part ３5
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　８月１日　あきしましのげすい
しょりじょうのけんがくにいきま
した。
　わたしたちのおうちのおふろや
トイレ、だいどころからながれた
水を、ここできれいにしていると
いうことをしりました。そしてま
た、たまがわにながしています。

　げすいしょりじょうからのおねがい。

　・おふろのおゆは、さめてからすてましょう。
　・しょっきのよごれは、ふきとってからあらいましょう。

　８月３日　いちまんにんのせいそうたいかいにことしもさんかしま
した。
　ことしもゴミがたくさんありま
した。なぜゴミをすてる人がいる
のかわかりません。川にゴミがあっ
たら、川であそびたくない。だから、
このようなみんなでゴミをひろう
イベントがあるんだとおもいます。

　なぜゴミが落ちているのかをいつも考えています。ゴミが少ないほ
うが気持ちよく住めるからです。
　すてている人がいるからゴミがある。それをぼくたちがひろってい
る。ゴミがなければゴミひろいはひつようありません。

　８月５日　山梨県のこすげむら
で多摩川源流きょうしつにさんか
しました。
　ライフジャケットを着てヘル
メットもかぶって、ロープを使っ
て岩をわたりました。
　おおきなカエルや天然のヤマメ
に会うこともできました。

【クイズ】
　さわをいっしょうけんめいのぼりました。流されないように転ばな
いようにするのがたいへんでした。多摩川の源流はとてもつめたかっ
たです。
　さてここでクイズです。
　多摩川の源流のこの日の水温
はどれくらいでしょうか。

①	５度
②	９度
③	１６度

　せいかいは、１６度です。

　８月２２日　すみやきたいけ
んとみずべのこうりゅうかいに
さんかしました。
　たけずみをつくるために、た
けわりをやりました。どうぐが
おもくてけっこうむずかしかっ
たけど、なれたらひとりででき
ました。

　今年も４メートルの高さの岩からとびこみました。
　このしゃしんは、ともだちの岡部弘くんと手をつなぎいっしょにと
びこんだ時のものです。とてもよい思い出になりました。

　わたしはこわくてなかなかとびこめませ
んでした。でもひくいところからおもいきっ
てとびこみました。
　水のなかにドボンとかおまではいって
びっくりしたけど、とてもたのしかったで
す。

　９月６日　かべ川らで
ガサガサをしました。
　おとうさんとおにい
ちゃんはいろいろないき
ものをつかまえていたけ
ど、わたしはなんどやっ
てもエビばかりでした。
　らいねんはいろいろつ
かまえたいです。

　多摩川の中においたはしごから川にジャンプっ！楽しくて何回もや
りました。

【クイズ】
　この日はいどうすいぞくかんがきてくれました。
　ミシシッピアカミミガメにえさをあげました。ミシシッピアカミミ
ガメとはミドリガメのことです。かわいかったです。

　さて、ここでクイズです。
　ミシシッピアカミミガメのオス
のとくちょうはなんでしょうか。

①	みみがあかい
②	つめがながい
③	はながたかい

　せいかいは「まえあしのつめがながい」です。
　こんどよくかんさつしてみてください。

　１０月２６日　おやこさかなつりた
いけんにさんかしました。
　はりにひっかかったさかながあばれ
てにげられたときは、くっそーとくや
しいきもちになりました。
　さかなをつりあげたとき、さかなは
おもいということをしることができま
した。
　去年は一ぴきしかつれず、とてもく
やしかったです。
　今年は２０ぴきいじょう。たくさん
つれてとてもうれしかったです。

　このように今年も色々なたいけんをして、色々な発見がありまし
た。今年は東京だけでなく、山梨のこすげむらにも行きました。
　妹もいっしょにたくさんのたいけんをしました。
　ぼくの一ばんの思い出は、源流たいけんをしたことです。

　わたしの一ばんのおもいでは、
たくさんさかなをつることができ
たことです。
　らいねんもいろいろなイベント
にいきたいです。

　たまがわが大すきです。

　お～し～ま～いっ！



発 表

　ぼくは、月に 2回「多摩川でボートを楽しむ会」で、ボー
トをこいでいます。ボートを始めたきっかけは、兄が高校
でボート部に入っているからです。ぼくもボートの試合に
出てみたいので始めました。

　ぼくがボートをこいでいる時に、最初に気がついたこと
は、川は気象の影響を受けているということです。それは、
雨の後には川の水量が増し、風が強くなれば波が立ち、ボー
トがゆれます。これはボートに乗ることによってわかるこ
とです。

　ボートで一生けん命にこいだ時に受ける風は、とても気
持ちよく格別です。けれど、もしもこれが昔のよごれた川
のままだったら、こんなにさわやかな風ではなかったで
しょう。
　たくさんの人の努力で、今ではきれいな川になりました。
しかし、残念なことに、時々ゴミがうかんでいるのを見か
けます。

　ぼくはボートが好きなので、長く続けていくために多摩
川の自然を大切にしていきたいと思います。
　まずすぐにできることは、多摩川に来たときにはゴミを
必ず自分で持ち帰り、川や川岸をよごさないようにするこ
とです。それに加えて大切なことは、ぼくが多摩川のこと
をもっと好きになって、多摩川のことを知ることです。

　そして、多摩川のよさをなるべく多くの人に伝えていき
たいと思います。毎年秋には、ガス橋付近で多摩川レガッ
タが開さいされます。ぼくは多摩川レガッタに祖母やいと
こを招待します。ぼくたちが試合でがんばるすがたといっ
しょに、多摩川の自然のよさを知ってもらうベストチャン
スです。

　これからも、多摩川のためにもボートを続けていきたい
と思います。

6-1
発 表 多摩川でボートを通じてわかること
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　僕が、多摩川でボートを楽しむ会に参加したきっかけは、
江ノ島のカヤック、洗足池の手こぎボートなど、以前から
ボートが好きだったので、母が近所でボートをこげる所を
探してくれた事です。

　始めは、母と一緒に月に 1、2回くらいのペースで始め
ました。これまで、ぼくは学校の授業や、遊びなどで多摩
川は何度も来た事がありましたが、ボート乗り場のさんば
しには、まるで気がつきませんでした。初めて、ボートを
こいだ時、いすが動く事にも、びっくりしました。

　今のボートのメンバーとは今年のお台場レガッタで初め
て会いました。
　その時、練習するのも会うのも、はじめてのメンバーで、
しっかり合わせてこげるか心配でしたが、大会の時は案外、
息が合って大丈夫でした。

　ボートに参加する目的は、最初のころ、体をきたえるた
め、将来の仕事のためと思っていましたが、今は 3回大会
に出場出来て、よかったと思うし、こいでいる時は熱い気
持ちになれました。

　ボートをこぐタイミングが 4人合ってきたら、スピード
が出てきて、気持ちがいいです。
　今のボートのメンバーはとてもおもしろい子や、かしこ
そうな子や、色々な子がいて楽しいです。

　ボートの楽しみは、こぐだけではありません。止まって、
川や空を見たり、コックスに多摩川の事を教えてもらいま
した。

　ぼくは、この「多摩川でボートを楽しむ会に入って、良
かったと思う事は、テニスや、サッカーなど、他のスポー
ツもやろうと思えるようになった事です。

　みんなでもっといっぱい練習して、今度の大会では表彰
台に立ちたいと思います。

6-2
発 表 多摩川でボートを楽しむ会に入って
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発 表

　私たち稲城第六小学校の 4年
生は総合学習の時間に多摩川に
行き、多摩川について調べまし
た。それをまとめたものを発表
します。

　僕たちは生き物をもっと増や
していきたいと考えました。特
に魚が増えるようにと考えまし
た。魚にはウグイなどの色々な
生き物がいます。例えば、ウグ
イだとヒレは透明で、おなかに
は黒いスジみたいな線があると
いう特徴があります。

　多摩川の水を CODという
薬品ではかると 10 という数
値がでました。CODという薬
品は 1に近づくほどきれいで、
100 に近づくほど汚いという
ことです。多摩川だけでは比べ
にくいので、水道水と学校にあ

る小さな池の桜池と学校の使わなくなった
プールと比べてみると、多摩川が一番汚い
のがわかりました。水道水と多摩川の水を
比べてみると、水道水の水がきれいで濁っ
ていなくて、多摩川の水は少し汚くて、濁っ
ているのがわかります。

　水が汚くなると、魚が死んでしまいます。魚が増えないで、
逆に減ってしまいます。魚を増やすためには、川の中にあるゴ
ミを拾いましょう。深いところのゴミを拾うと危険なので、な
るべく浅い所のゴミを拾いましょう。ゴミを川に捨てないよう
にしましょう。ゴミを川に捨てると魚が間違えて、食べてしまっ
て死んでしまうことがありま
す。また、ゴミが魚にあたっ
て死んでしまうことがありま
す。ゴミなどを川に投げ込ま
ないようにしましょう。この
ことに協力して、魚をもっと
増やしましょう。

　次に多摩川の鳥と人との関わり方についての発表をはじめま
す。多摩川にはたくさんの鳥がいます。けれども、その鳥と人
はあまり関わっていないと感じたので、この題にしました。多
摩川の鳥を増やすには、まず、守ることが必要です。また、守

るだけでも増えなければ仕方
がないので、増やすことも必
要です。それで、次の時代に
引き続くというのが、僕の提
案です。
　鳥の種類です。鳥の種類に
は、セグロセキレイというも
のがいます。セグロセキレイ
とは、白と黒の小さいスズメくらいの大きさの鳥です。他にも

ノスリやカワセミ、オオタカな
ど、都会では見られない鳥がた
くさんいます。オオタカは都会
では見られない絶滅危惧種です。
つばさの模様が横向きで白いで
す。子どもの頃は模様が縦向き
です。カワセミは尾が短く、く
ちばしが長いという特徴があり
ます。また、飛んでいないときは、
岩につかまって魚を待っている
ときです。これらは都会では見
られません。大切にしてくださ
い。

今の関わり方のいいところです。
①		バードウォッチングをやっているということです。バード
ウォッチングをやっていると、鳥の観察をすることができる
人がいるということだと思いました。

②	 絶滅危惧種がいる。絶滅危惧種がいると、それだけ自然豊か
だということです。

③		鳥が多い。鳥が多いと、この生物ピラミッドが整っていると
いうことです。生物ピラミッドが整っていれば、鳥が多いわ
けです。
悪いところは 3 つあります。

①	釣り糸が落ちているという
ことです。釣り糸が落ちて
いると、鳥にひっかかった
り、こんがらがったりして、
鳥が動けなくなって死んで
しまいます。

②	ポイ捨てがあるということ
です。ポイ捨てがあると鳥
が食べて死んでしまったり、
自然破壊にもなります。ポ
イ捨てはやめてください。

③	すみかが少ないということ
です。すみかが少ないと鳥が棲む環境が整っていないため、
鳥が棲みにくくなります。

7
発 表 ぼくたち私たちの多摩川をさぐれ
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　結論は、すみかをつくって、ゴミを捨てないと声かけをする
ということです。すみかというのは植物を植えるだけでも、鳥
にとってはエサになったり、棲む場所になったりすることもあ
ります。

　私たちはゴミを減らしたい
という意見を考えました。多摩
川には主に缶、有害物、ビニー
ル、ビン、ペットボトルが落
ちていました。このゴミは人
間の生活に関わっているゴミ
だと考えました。

　もし、ゴミがあると、
さかなにビニールがか
らまったり、ルアーが
ひっかかったりしてし
まいます。鳥にはガラ
スがささったり、シー
トがからまったりしま
す。さらに消火器や電
池もありました。
　この写真です。うきがあるということは、この近くにうきに
ついていた、つり糸やルアーがあるかもしれないということで
す。それが鳥やさかなにひっかかったら、大変なことになって
しまいます。ゴミがないようにする心がけは、ゴミ箱を置くこ
とと、看板を置くこと、ボランティアの人がゴミを拾うことです。
　川の中のとれないゴミは網などを使ってとるといいと思いま
した。

　そこで、私たちは決まった
期間に 1 回、ゴミを回収にい
くことを考えました。特にゴ
ミがあった場所はここです。

　これは草むらの中の写真です。このよう
にペットボトルやそのほかのゴミが隠され
て捨ててありま
した。多摩川に
行き、4 年生全
員でゴミ拾いを

しました。特に後ろの写真の草むら
の中が、一番多かったです。

　6小の前の多摩川で、15 分間
で集めたゴミの量です。一番少
なかったのが、紙、木くず、発
泡スチロール、布の 0.5㎏でし
た。その他で 10 種類ものゴミ
を拾いました。合計で 21.8㎏も
のゴミが見つかりました。

　多摩川でゴミ拾いをした結
果、ペットボトルが一番多く
て、７㎏もありました。
　多摩川のゴミの中にはル
アーがありました。この写真
はゴミ拾いをして、実際にル
アーにひっかかった人の写真
です。大変危険だったので、
わざとルアーを捨てるのは止
めましょう。鳥にひっかかっ
ても死亡する危険性があるの
でやめましょう。そこで私た
ちは、ゴミを 1 か所にまとめ
ることと、ゴミになるものは

多摩川に持っていかないことを考えました。

　このままだと多摩川の自然
が危ないです。だから決まっ
た期間に 1回、ゴミ拾いをす
ればいいと思いました。ゴミ
拾いをすれば、川がきれいに
なり、さかなや鳥が安全に棲
めるようになります。

　多摩川のゴミの実態です。多
摩川のゴミの実態は 3つあり
ます。1つ目は人目につかない
ところに多いこと。2つ目は岸
部のごみが目立つこと。3つ目
は、人間の生活に関わっている
ゴミだということです。草むら
に落ちていたゴミです。草むら

に隠れて落ちていました。これからしていきたいことは、ゴミ
袋をもつ癖をつけること。必要ないものはもっていかない。持っ
ていくものを決めておくことが大切だと思いました。

　同じく多摩川の実態で、多
摩川の実態の良いところは、
有害物は 3 種類しかなくて少
なかったことです。悪いとこ
ろは 3つあって、一つ目はゴ
ミの種類が 10 種類と多いこと
と有害物があることです。こ
の写真は手袋にひっかかったルアーの写真です。こんなものが
さかなや鳥にひっかかると大変なことになってしまいます。こ
のほかにも、消火器や電池がありました。あと、ゴミを拾う人
が少ないことです。ゴミを拾う人が少ないと、ゴミが少なくな
らずに、増えるだけになってしまいます。なので、みんなで協
力して、ゴミを拾ったり、ゴミを捨てないように呼びかけたり
することを考えました。

　これで、私たち稲城第六小学校 4年生の発表を終わります。
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発 表

　河辺小学校は平成１９年に「東京都愛
鳥モデル校」に指定され、野鳥に親しむ
活動をしています。
　学期末ごとに「愛鳥博士テスト」と
「スーパー愛鳥博士テスト」があります。
　「愛鳥博士テスト」は 30問中 25問以
上の野鳥を正解すると合格になります。
　「スーパー愛鳥博士テスト」は鳥の鳴き
声を10問中 8問以上判別すると合格に
なります。「愛鳥博士テスト」に合格す
ると次のステップとして受けられます。

　僕達は「愛鳥博士」と「スーパー愛鳥
博士」です。僕達は１年生で「愛鳥博士」
に合格しました。担任の先生が 30羽の
野鳥の名前を覚えやすい歌にして繰り返
し教えてくれたのでテストはすぐ合格で
きました。
　これは、「愛鳥博士の合格バッジ」です。
ジョウビタキのオスです。
　ぼくは、愛鳥博士のテストを１年生の
１学期と 2学期にうけたけど、うかりま
せんでした。ぼくのお兄ちゃんは今まで
の１年生の中で、１番早く愛鳥博士に合
格した記録を持っているので、その記録をやぶろうとしたのに難しく
て、やっと１年生の 3学期に「愛鳥博士テスト」に合格しました。
　そして２年生で「スーパー愛鳥博士」に合格しました。とってもう
れしかったです。
　僕達は第１号の「スーパー愛鳥博士」です。

　「スーパー愛鳥博士」は青梅市の「おう
め環境フェスタ」に参加依頼されたり「青
梅・多摩川水辺のフォーラム」の野鳥観
察ミニ講師に招かれたりしています。
　もっと野鳥について詳しく勉強して友
達にも広めていきたいと思います。

　これは「スーパー愛鳥博士の合格バッチ」です。
　ぼく達の大好きなカワセミのバッジなので宝
物になりました。
　カワセミの鳴き声が覚えてから、多摩川で初
めてカワセミを発見できたので、「スーパー愛鳥
博士」になれて本当によかったと思いました。

　ここで会場のみなさんにも河辺小の
「愛鳥博士テスト」と「スーパー愛鳥博
士テスト」のクイズに挑戦してもらいま
す。今日は簡単に答えられるように３択
クイズで６問出します。全問正解を目指
してください。

　愛鳥博士テスト　第１問！

１番だと思う人！
２番だと思う人 !!
３番だと思う人 !!!

　正解は３番。ジョウビタキのオスです。

　愛鳥博士テスト　第 2問！

１番だと思う人！
２番だと思う人 !!
３番だと思う人 !!!

　正解は 3番。セグロセキレイです。

　愛鳥博士テスト　第 3問！

１番だと思う人！
２番だと思う人 !!
３番だと思う人 !!!

　正解は２番。コサギです。足が黄色な
らコサギと分かります。

　第４問は野鳥の鳴き声を当てるスーパー愛鳥博士テストです。
（鳴き声の音声が流れます）

１番だと思う人！
２番だと思う人 !!
３番だと思う人 !!!

　正解は３番。ハシブトガラスです。ハ
シブトガラスはハシボソガラスよりも鳴き声が澄んでいます。

　スーパー愛鳥博士テスト　第５問！
（鳴き声の音声が流れます）

１番だと思う人！
２番だと思う人 !!
３番だと思う人 !!!

　正解は３番。モズです。モズは「百の舌」
と書き、鳥の物真似が得意です。

　第６問！
最後は超難問スーパー愛鳥博士テストです。

（鳴き声の音声が流れます）

１番だと思う人！
２番だと思う人 !!
３番だと思う人 !!!

　正解は３番。アオサギです。

　全問正解できた人はいますか？興味の
ある方はぜひ河辺小学校へ転校して「愛
鳥博士テスト」や「スーパー愛鳥博士テ
スト」を受けてみて下さい。

8
発 表 多摩川連想ゲーム PART Ⅳ 

　　　　　　　　　（復活編：御岳バージョン）
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　今回は、今年の８月に多摩川上流の御
岳渓谷で「美しい多摩川フォーラム」の
「炭焼き体験と水辺の交流会」へ初参加
したことを発表します。
　初めに「竹の炭焼き体験」をしました。
　ドラム缶炭焼
き窯の長さに合

わせて切った竹を４等分に割る作業をしまし
た。竹割器という秘密兵器で竹を割っていき
ますが、初めてなので難しかったです。
		ナタを使った事も持った事も、ナタで竹の
節を取る作業も全部が初めての体験でした。
慣れてくるともっとたくさん竹割をしたいと
思いました。
　	窯詰め作業では下から隙間なく詰めてい
きました。ドラム缶の蓋をしたら周りを土粘

土で覆いまし
た。ドラム缶の
窯では断熱と保温が重要みたいです。い
よいよ点火です。点火後は、しばらく時
間がかかるので今度は「ヤマメ・ニジマ
スのつかみ取り体験」と「魚の解体学習」
に行きました。

　	「魚のつかみ取り」は「青梅・多摩川
水辺のフォーラム」のイベントで何回も
体験しているので得意です。「魚の解体
学習」では解体しても少しの間は心臓が
動いている事を確認しました。
　昼食は自分達でつかみどりした魚を塩

焼きにして食べ
られたのでとっても満足でした。
　竹炭は２時間経過したら炭化がはじまった
ので「着火」しました。煙の色やにおいが変わっ
てきました。完全な竹
炭になるには３日後な
のでここまでが炭焼き

体験となりました。帰りに、お土産として昨年
作った竹炭をいただきました。
　竹炭は消臭・殺菌作用が優れているので僕達
と兄の部屋に置きました。

　昼食後は山ちゃん先生の紙芝居で「水
辺の安全」について学びました。
①一人で川に行かない。
②にごった川には近づかない。
③水に落ちてもあわてない。
　もし流されたらさかなになる。
　さからわない・かわの・ながれに

④困った時には大人を呼ぶ。
⑤川に行くときは必ずライフジャケットを着用する。
　多摩川の近くに住んでいる僕達にはものすごく大切なお話です。友
達にも教えたいお話です。
　最後に「ライフジャケット浮力体験」をしました。御岳の急流な多
摩川ではライフジャケットを着て手をつなぎ１列に並ぶだけでも流さ
れてしまい、ふんばる事も大変でした。みんなと手をつないで川を流
れた時はとっても気持ちがよかったです。
　岩から飛び降りるのは迫力満点です。ヘルメットもかぶっているか
ら安全だけど岩から川を見下ろすとかなり高くて最初は足もブルブル
しました。飛び降りた
ら川が深くてなかなか
水面に上がってこられ
なくてドキっとしまし
た。でもライフジャ
ケットがあった事に気
づいて安心しました。

　御岳は同じ青梅市なのに河辺よりもっ
と自然が豊富にあって驚きました。山が
すぐ近くにそびえたっているし、大きな
岩も川の流れにも迫力がありました。
　御岳渓谷は「日本名水 100 選」にも
選ばれている景色の良いところです。深
呼吸をすると新鮮な空気が体に入ってく

る感じがしました。たっぷりの大自然の中で僕達は生きていると思え
た１日でした。この大自然を破壊しないためにも学校で学んだ環境問
題やイベント参加で教えてもらった貴重な体験は大人になっても覚え
ていたいと思います。
　青梅には安全に遊べるイベントがたくさんあるのでうれしいです。
「青梅・多摩川水辺のフォーラム」では
河辺河原で野鳥観察や焼イモを焼いた
り、植物観察やヨモギ団子を作ったり、
マスのつかみ取りをして焼いて食べるの
は最高においしいです。これからももっ
と自然と触れ合えるイベントに参加した
いです。

　さいごに多摩川を連想したゲームをしたいと思います。

　以上で終わります。
　ありがとうござい
ました。
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発 表

　これから、浅川潤徳水辺の楽校の発表
をはじめます。
　水辺の楽校とは、浅川や向島用水、ト
ンボ池の自然豊かな環境で、子どもたち
が思いっきり遊ぶことができる自然体験
の場のことです。
　この水辺の楽校は、日野市立潤徳小学
校ととても深い関わりがあります。
　潤徳小学校のすぐ裏側には、浅川が流
れています。
　毎月１回開か

れる、「潤徳水辺の楽校」では、自然のこと
を学んだり、浅川の野原や川で楽しく遊ん

だりすることが
できます。また、潤徳小学校では、国語
や理科、生活科や総合など様々な授業で、
浅川やトンボ池へ実際に行き、勉強をし
ています。授業で使っているトンボ池は、
浅川から水を引き込んだ用水に作られた
ビオトープです。
　その用水をずっとたどっていくと、５
年生で使わせていただいている田んぼが
あります。毎年

５年生では、地域の方の田んぼを借り、水
辺の楽校の皆さんから米作りを教えていた
だいています。田植えについて、苗作りか

ら収穫まで教え
ていただく貴重
な場でもあります。
　このように、私たち潤徳小学校の子ど
もたちは、浅川や水辺の楽校の人々とと
ても深くかかわっているのです。

　4月は毎年、多摩川・浅川クリーン作戦に参加しています。
　5月は、浅川であそぼう１です。竹笛を
自分で作ったり、石に絵をかいたりしまし
た。ほかにも竹馬にのったり、竹ボックリ
であそんだり、テングの下駄に挑戦したり
もしました。普段の遊びではできない遊び
に夢中になりました。

　５月、５年生が
田植えに向けて苗
作りをしました。
あっという間に芽
が出てきてとても
驚きました。

　6月は身近な水環境の一斉調査です。
　（今年は、雨で出来なかったので、写真は
去年のものです。）
　毎年、浅川、向島用水への取り入れ口、
水車小屋前の 3か所の水質を検査していま
す。自分たちの身近なところに、きれいな
水が流れていることがわかってとても嬉し
いです。

　ザリガニやエビ、小魚など色々な生き物
を見られるのは、きれいな水が流れている
からなのだと改めて思いました。
　それでは、ここで１年生の河野希音さん
の作文を紹介します。

　「とんぼいけだいすき」　　こうの　ねね
　とんぼいけには、カワセミやいろいろなおさかながたくさんい
ます。それは、お水がきれいだからだよと、生かつかのじかんに
おしえてもらいました。
　わたしは、生かつかのじかんにおさかなとりができてうれしい
です。えびもとれました。
　おさかなをはじめて手でさわりました。つるつるしてて、すぐ
におとしてしまいました。水べのおじいにいろんなさかなの名ま
えをおしえてもらってすごくうれしかったです。
　あめんぼもとれました。あめんぼがいけの上ですいすいとスケー
トをしているみたいにすばやくうごいていて、とてもかっこよかっ
たです。
　生きものがたくさんいるとんぼいけが、わたしはだいすきです。
だいすきなとんぼいけをこれからもたいせつにしたいです。

　河野さん　ありがとうございました。

　６月、５年生が田植えを行いました。
　みんなで一列になって行った初めての田
植えは、足が泥にはまってとても大変でし
た。

　７月は、浅川の源流体験です。
　ここでの体験を劇にして紹介します。片岡咲紀さん、竹内あかりさ
ん、大和田眞杏さんお願いします。

浅川ってこんな高い山の方に流れているんだね
量多いね。
ねっ、ここから飛び込んでみようよ。
わっ高いよ、怖い！
大丈夫だよ、あさみ！
やっぱり無理、怖いもん！
頑張ってみなよ！
よーし！（ジャンプ）
飛べて良かったね。
今度は何して遊ぼうか？
メタセコイヤの化石を探そうよ。
魚を取ってみようよ。
川で泳ごうよ。
じゃ、順番にやってみよう！オー！

　ありがとうございました。
　源流体験では、色々なあそびができて、
浅川が大好きになりました。浅川の源流体
験では、このほかにもメタセコイヤの化石
を見つけたり、川の流れに身を任せて泳い
だり、たくさんの楽しい体験をすることが
できました。

浅川大好き！9 ～浅川潤徳水辺の楽校～

日野市　潤徳小学校	 ６年	 川
かわ

村
むら

 マリアンナ萌
もえ

  轟
とどろき

 玲
れ

奈
な

	 ５年 片
かた

岡
おか

 咲
さ

紀
き

 竹
たけ

内
うち

 あかり 土
ひじ

方
かた

 美
み

藍
あい

 八
や

百
お

板
いた

 渚
なぎ

紗
さ

	 ４年 秋
あき

谷
や

 優
ゆ

衣
い

  ３年 大
おお

和
わ

田
だ

 眞
ま

杏
ひろ

 １年 井
い

ノ
の

川
かわ

 双
ふた

葉
ば

　　河
こう

野
の

 希
ね

音
ね

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	劇	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・	劇（おわり）	・・・・・・・・・・・・・・・・・
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　８月は、浅川であそぼう４です。
　毎年、ふれあい橋の近くで、思いっきり
水遊びをします。今年は雨で、活動ができず、
とても残念でした。
（写真は、以前の記録を使用しています。）
　私は、去年、この「浅川であそぼう４」
に参加しました。
　脚立から浅川にとびこんだり、川で泳い
だりとても楽しかったです。脚立からとび
こむときは、思っていたよりも高さがあっ
て怖かったです。だけど、一度とびおりたら、

とても気持ちがよくて何度もとびこんでしまいました。

　８月には、５年生で田んぼの草取りを
しました。
　６月に植えた苗が自分の肩くらいの高
さに伸びていて、とても驚きました。雑
草もたくさんあって、「おいしい米がで
きるように」心をこめて草をとりました。

　９月は浅川であそぼう５です。浅川の野原でバッタ取りをしたり、
植物観察をしたりしました。バッタに
も、トノサマバッタやショウリョウ
バッタ等、色々な種類がいることもわ
かりました。きれいな声でなく、コオ
ロギもいました。植物にもいろいろな
呼び方があって面白かったです。
　その時の感想を１年生の井ノ川双葉

さんに紹介してもらいます。

　「あさ川大すき」　いのかわ　ふたば
　ぼくは、バッタやコオロギ、ちょうをつかまえました。
　バッタをつかまえようとしたらにげられてしまいました。こんど
は、しずかにちかづきました。そうしたらつかまえられて、やったー
とおもいました。
　よく見たら、バッタの口からくろっぽくてちゃいろいしるが出て
きて、びっくりしました。
　水べのおじいに、つかまえたバッタを見せたら、「すごいバッタ
だね。」といってくれてうれしかったです。
　はじめて手でつかまえたときは、ちょっとこわくてドキドキしま
した。でも、いっぱいつかまえられてたのしかったです。またつか
まえたいです。

　井ノ川さん、ありがとうございました。

　１０月には、５年生が稲刈りをしました。
　田植えを体験して学んだことを５年生の
土方美藍さん、八百板渚紗さんに発表して
もらいます。

　「米作りをおえて」　八百板　渚紗
　私は、米作りの体験をして、お米を作ってくれる人の苦労を知
りました。
　最初にしたのは、「田植え」です。私たちが田植えをした時には、
ロープについたすずらんテープの印に合わせて苗を植えたけれど、
実さいは、すずらんテープを使わないで植えるのでとても大変だ
とおもいます。
　次に「雑草取り」をしました。雑草に栄養を取られてしまうの
で雑草取りは大切です。根本から取らなければまた生えてしまう
ので、土の深くまで手をしっかり入れなくてはなりませんでした。
　また雑草の量はものすごく多く大きかったので、とても大変で
した。
　次に「稲かり」をしました。稲かりは、良く切れるかまを使い
ました。かまを使う時少し力がいるので途中つかれてしまってと
ても大変でした。
　次にだっこくをしました。だっこくは、清水さんが持ってきて

下さっただっこく機を使いました。
　わたしは米作りの体験をして学んだことがあります。
　それは、「お米を作るのは、とても大変なこと」です。わたしは、「田
植え」「雑草取り」「稲かり」「だっこく」をしてとても大変でした。

（いつもお店で見ているお米がこんなに苦労をして作られているん
だなぁ。）と思いました。これからは、お米を大切に食べて行きた
いと思います。

　「稲作体験を通じて考えたこと」　土方　美藍
　私は、稲作体験をしました。稲作体験は、苗作りから脱穀まで農
家の人や水辺の楽校の人たちに協力してもらいました。大変だった
のは、夏に行った雑草抜きです。根っこから抜くのが上手くいかな
かったり、稲も一緒に抜いてしまったりしたからです。
　この体験を通じて、稲作は大変なのだと分かりました。そのため、
世界には貧しい人がいて、満足できるほど食料がないという話を聞
いた時に「他の国が分けてあげればいいのに。」と思っていましたが、
その食料を作ることがどんなに大変かを知り、口で言うのは簡単だ
けれど実際に行うのは難しいことを学びました。だから私は、今ご
飯を満足に食べられることを感謝したいです。また、貧しくてご飯
が満足に食べられない人の事をたくさんの人に知ってもらいたいで
す。

　土方さん、八百板さんありがとうございました。

　11月は、日野市の地域清掃に参加しま
した。
　水辺の楽校の皆さんと一緒にゴミを拾い
ました。一人一人が力をあわせ、きれいな
日野市を目指しました。

　1月は、浅川であそぼう 6「どんど焼き」
です。
　どんど焼きとは、小正月に村境などで
行う火祭りのことで、門松・竹・しめな
わを集めて焚きます。潤徳水辺の楽校で
は、美人づくりと鎌倉作りの 2類のやぐ
らを作ります。昨年は、鎌倉作りでした。
　どんど焼きの火が小さくなると、その
火で団子を焼きました。
　この団子は、無病息災を願って食べま
す。
　わたしは、習字で書いた半紙も焼いて

もらいました。風に吹かれて高く飛んでくれてとても嬉しかったです。

　２月は浅川であそぼう７です。浅川にい
る野鳥観察をする予定です。今年度、初め
て行う活動なので、どんなことをするのか
とても楽しみです。浅川やトンボ池にはカ
ワセミもくるので、カワセミがみられたら
とっても嬉しいです。

　水辺の楽校では、今紹介したように、様々な活動を行っています。
　私たちが活動をしてきた場所は、「水辺のある風景　日野 50選」に
も選ばれました。そのような場所で、私たちが楽しく活動できるのは、
小倉先生をはじめ企画をしてくださった水辺の楽校の方々、ご協力い
ただいた方々のおかげです。本当にありがとうございます。

　これからも水辺の楽校で学んだこと
を活かして、美しい自然を未来に残し
ていきたいと思います。

　これで浅川潤徳水辺の楽校の発表を
終わります。
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発 表

10 多摩川の歴史

　この歌は日本最古の和歌集といわれている万葉集の東歌にあ
る歌です。東歌とは、当時の都である近畿地方から東側、現在
の静岡県から福島県までの地域の和歌が収められている巻のこ
とを言います。

　それでは、ここでクイズです。
　第 1問

　正解は②男性が女性を愛する気持ちを歌った歌です。もう一
つの説として、女性が自分たちのことを歌ったとも言われてい
ます。実際に現代語に訳すと意味は次のようになります。

　	ところで、歌の古文と現代語訳では多摩川の漢字が「麻」に
変わっています。また、どうして布を多摩川の水にさらすので
しょうか。これには、当時の社会の仕組みが関わっています。

　ここでクイズです。
　第 2問

　正解は③税として布を納めるためです。当時は、お金よりも
物々交換が多かったため、税は、物で納めることになっていま
した。主に、割り当てられた田んぼで収穫した稲の一部、布、
そして地方の特産物です。この歌に出てくる布は、地方の特産
物のことを指します。そして、この税のことを「調」と言います。
　多摩川流域では、調として布を納めることが多く、主に女性
の仕事とされていました。

　さて、実は多摩川流域には、調として布を納めることから名
付けられた地名が 2ヶ所あります。それはどこでしょうか。気
付いた方は、手を挙げてください。

～たちかわ水辺の楽校運営協議会～ 立川市　立川第九中学校　１年 陳
ちん

 晋
しん

栄
えい
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　この 2ヶ所の地名は、調布と田園調布です。
　この 2つは調として布が納められていたことが分かります。
　また、現在の調布市の近くは「調布の里」とも言われていま
した。調布市では、他にも布田など布と関係ある地名があります。

　では、税として布を納めますが、その布はどのようにしてつ
くり、どのようにして納められるのでしょうか。布のつくり方は、
次のとおりです。

　まず、麻を水にさらします。
その後、砧の上でたたんで木槌で何度もたたきます。砧とは、
洗濯した布を乾いた状態でのせ、木槌などでたたきやわらかく
する道具です。いわば、現代でいうアイロンのことです。たた
くことによって、布は次第に繊維へと変わっていきます。
　そして、つくられた布は幅約60センチメートル、長さ約8メー
トルという決まりに合わせられ、都まで運ばれます。都までは、
主に歩きで運ばれるため、約 1ヶ月かかったそうです。
　このように、麻を使い布を仕立てるため、当時の人々からは「多
麻川」と呼ばれていました。多摩川の語源はこの「多麻川」か
ら来たとも言われています。
　そのため、万葉集の歌では「多麻川」が使われていました。

　古くから温故知新という言葉が言われてきました。それは、
昔のことをよく調べ、新しい物事に対応する知識を得るという
意味です。これまで、万葉集から見た多摩川の歴史を調べてき
ました。調べていくうちに、どの時代にも人々の心の中には「多
摩川」が生き続けてきたこと、そしてそこには今まで知らなかっ
た「多摩川の魅力」がありました。今回僕がテーマにしたものは、
普段の生活とあまり関わりがありません。しかし、あえてその
ような内容を調べることで、どんどんひきつけられていくはず
です。
　今回のテーマは多摩川の歴史という膨大な量のうちのほんの
一部です。ですが、そのひとつひとつには、昔の人の多摩川に
対する思いが見れて取れます。そして同時に、今まで知らなかっ
た多摩川の魅力と、温故知新という言葉の通り、未来の多摩川
が見えてくるのではないでしょうか。

　これで、発表を終わります。
　ご清聴ありがとうございました。
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発 表 世田谷ピース11
～世田谷区立喜多見中学校 演劇部放送班～

世田谷区　喜多見中学校　３年 針
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　私は３月頃、武器輸出に関するニュースを見ました。
　その他に憲法９条改正の動きがあるというニュースも見ました。
　それらを見て私は『日本が戦争に向かっているのではないか』と不安に思いました。
　ですが、そもそも戦争なんて教科書でしか見たことがないのでよくわかりません。

　まず、身近な世田谷区で戦争について調べてみることにしました。
　防空壕を見たりお話を聞いたり当時使っていたものを見たりしました。
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　戦争というものは難しすぎて私たちには
よくわからなかったし、大人たちがたくさ
ん考えても理解しきれないことです。

　でも今、私達はとても幸せで、これが平和だと思うので、今の日本を、平和を守って
いこうと思いました。
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美しい多摩川フォーラム
環境清流部会長
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美しい多摩川フォーラム
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美しい多摩川フォーラム
教育文化副部会長
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第２部：交流会




